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■浮島・胃ホ•江上絞区の文化財■
つくしがた ちゅうせささよう

城島は古代「筑紫潟」と呼ばれた有明海の中で、筑後）1|の沖積作用によって形
ひが1こ しつげん

成された広大な干潟の湿原に人々が移り住み、度重なる洪水や高潮によって流

出埋没を繰り返してきたといわれています。これを物語るように入江を連想はんしよく
させる「江上」や、海岸や川岸に育つ柳楢松などの苦木の繁茂しているところ

を意味する「青木」の地名があります。 弥生時代の遺跡の多くは、江上•青木地区うかが
に確認されており、海岸沿いに集落が存在していたことが窺えます。代表的な遺かみあおききただいもん
跡として、青木天満宮束側にある「上青木北大門遺跡」があります。この遺跡からしもあおき のほり つつえ
南に1田びて、下青木の「下胃木遺跡」や「能保里貝塚」、江上の「筒江遺跡」などへ

とつながっています。
やまのした

城島町内には古墳などの存在は確認されていませんが、「山ノ下遺跡」は、t屈端

や水田に巨石が数個散在しているといわれており、古墳が近くにあった可能性すえき はじき ちょくとう とうせん
があります。付近では須恵器や土師器、直刀や唐銭などが出土したといわれてい

ます。 へんさん わみょうしょう
平安時代中頃に編纂された『利名抄』の中の筑後国に記載された三渚郡に「管

綜郷」という郷名があります。現在の「江上」一帯を示すといわれていますか、あぜ はたおり
「綜」が機緞の道具の名前であることから、一帯に機緩を使用する餓女集団が居

住していたのではないかとする説もあります。技術を持つ人々が、有明海を渡っ

て来たのでしょうか。りつりょうせいと しょうえんせい
律令制度が崩壊し荘園制が始まると、一帯は「三猪圧」と「青木圧」に含まれまあんらくし ださいふてんまんぐう

す。青木庄は安楽寺（太宰府天満宮）領になります。安楽寺は海外貨易を行ってい

で記録には残っていませんが、青木庄も有明海沿岸に着岸する宗船と私的に翼

易を行っていたかもしれません。ひぜんりゅぞうじ ぷんこおおとも さんか
戦国時代には諸豪族は肥前龍造寺氏や豊後大友氏の傘下に入り従っていまし

た。城島町内には城島城江上城・下田城が築かれました。呈色に「屋敷」と名の

付くものも多くみえ、まだ確認されていない屋敷の発見が期待されています。
なべしま どこ且上

関ヶ原の戦い後、九州の西軍討伐でおこった鍋島・旦化両軍の戦いは、筑後ではちいん
は「江上表の戦い」・「八院合戦」とよばれています。激戦が展開されたと伝えられえがみかみきょう
ており、この時の多数の戦死者負傷者を埋葬したと伝えられている「江上上経

最跡」や江上本にある「髯臼紺馘」（ほ場整備で移築）など、関連する史跡が残さ

れています。たなかよしまさ
江戸時代、田中吉政は積極的に新田の開発を行いました。筑後川流域の大規よしの きくちじゅうざえもん そうえもん

模開発の一つに浮島の語野開きがあります。菊池十左衛門（のち惣右衛門）によ
うきしま

って開拓され、当初は「有喜島」と名付けられました。有馬氏の時代に「浮島」の村きくち I)

名を頂いています。浮島の開拓に関する資料などは菊池家に大切に保管されて

います。
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■こんなにあるを！！浮島・胃ホ•江J:::絞区の文化則■

No. 遺跡の名前 遺跡の時代 こんな遺跡です

1 
浮甕・ い厳つく島しま神社

江戸時代
楼ろうも門んに肥ひぜ前んこ狛まい犬ぬが安箇されています。境けい内だいは

の石造狛犬 他に板いた碑びなどもあります。

藷笈9年 (1669)から遥后2年 (1866)ま

2 菊池家文書 近 世 での、浮島の開発に関する文書などが伝えら

れています。

3 
江島・坂本神社

江戸時代 境内に猿さる田たひ彦こ石せき碑ひ、大だい神じん宮ぐう石せき碑ひがあります。
の石碑

毒木島神社・
胃木島神社の境内にある石造物で、地元では

4 「江えが頭しらさん」 江戸時代 「江頭さん」と呼ばれ親しまれている、弁財天

の石造です。

四郎丸・坂本神 江戸時代 神社境けい内だいに4基の板碑があります。
5 

社板碑群

6 四郎丸遺跡 中 世 土師器・陶とう磁じ器きなどが散布しています。

7 
苔たい梅ば廃い寺はい跡じ 安土 ・桃山 上かみ青あお木きお老い松まつ宮ぐう司じる累いた代いの墓所があり、 経石など

時 代 が多数埋まっていたといわれています。

8 
上冑木北大門

弥生時代
弥生土器や須恵器などの他、木製品や種実、

遺跡 獣雷などの自然遺物が多数出土しました。

上青木の天満宮境けい内だいにその一部があります。， み宮やの開ひら宝きほう襲きょう印いん塔とう
南北朝時代 上青木老松宮司累代の墓から移動したものと

いわれています。

10 宮開遺跡 弥生～ 弥生土器などが多数散布しています。

1 1 下青木遺跡 弥生時代
弥生土器が多数散布しています。集落跡思われ

ています。

12 能保里貝塚 弥生時代 弥生土器・牡か蠣きが殻らが多数散布しています。

13 法林寺遺跡 弥生中世 弥生土器 ・陶磁器などが散布しています。

14 能保里遺跡 弥生時代 弥生土器 ・黒曜石片なとが散布しています。

16 江上上経塚跡 江戸時代 江上・八に院法ほ合け華戦きょ経のうを決埋戦め場た跡とでし、両軍の戦死者
を弔う為 ＼われています。

17 原中牟田遺跡 A 中 世 土師器などが散布しています。

18 原中牟田遺跡 B 中 世 土師器なとが散布しています。


